「ミナトミライ」として、区長並びに教育長に質問致します。新人ですので、慣れない点もありますが、諸先輩方からのご指導・ご鞭撻を賜りつつ、港区の明るい未来のため、また本日、議場で傍聴していただいているたくさんの方々の期待に応えるためにも、頑張りたいと思います。

東日本大震災は、東北地方をはじめ各地にたくさんの爪痕を残し、私たちの生活に大きな被害をもたらしました。しかし同時に、嬉しい発見もありました。その一つが、日本人の「助け合いの精神」が、改めて確認されたことだと思います。

私も震災以来、ボランティアで何度も現地に足を運んでいますが、そこに住む人々から聞いたエピソードの数々は、とても痛ましいのと同時に、日本人の底力を感じさせるものでした。心に残る素敵な物語が、至るところで生まれていました。

そこでハタと考えてみました。もし、高い確率で予想されている「首都圏直下型地震」が起きたら、港区でも東北地方のように一人一人が支え合い、助け合えるだろうか。少なくとも私にはまだ絶対の自信を持って答えられません。

ところで、私が政治について強く思っていること。それは、「政治とは本来、条例や法律をつくるだけではなく、自発的な意識のもと、みんなの協力を得て街づくりを行う仕組みをつくることだ」ということです。その意味で、政治家は「街のプロデューサー」なのだと考えています。世の中の人があと一歩、自分たちの住む街に愛着をもつこと。そして各々の思いを発現し、形にすること。まだ始まったばかりではありますが、私も政治家人生の中で、そんな空気を少しでもつくっていけたらと思います。

自分たちの住む、ここ港区に強い助け合いのコミュニティが生まれることを願って、港区議会議員として初めての質問をさせて頂きます。

■一つ目は、防災関連の情報伝達手段に関する質問です。今回の地震の初動で最も役に立った情報は、政府の情報でも行政のそれでもなく、ツイッターなどによる生活者からの生の声だと言われています。自分たちが直面している状況を、市民はレポートし続けました。どこで何が起きているか、そしてどこに何が足りないかは、ツイッターを確認すればすぐに分かりました。

しかし、ツイッターに登録しているのは20〜40代を中心に、全国で約1300万人です。その恩恵を受けられたのは加入している人のみで、バーチャルなコミュニティの「外」にいる人たちは有益な情報を受け取ることはできませんでした。

そこで、私は次の2つの施策を持ってこの状況を解決すべきと思います。一つ目は、情報のオープン化、すなわち区民情報の区役所メディアへの集約化です。二つ目は、公共施設でのWi-Fiフリー化とタブレット型携帯端末の配布です。

非常時には、現場にいる生活者や企業にも協力していただいた方が、より多くの情報が集まります。私は、それを集める信頼性のあるプラットフォームを、区が持つべきだと考えます。刻々と変化する被災状況や区民のニーズに加えて、企業が持つ備蓄の状況やボランティアなどの情報を一つに集約する。区民には情報を集約するよう徹底し、またそこにアクセスさえすればことが足りるというものをつくっておくべきだと思います。ホームページをはじめ、今あるメディアにそうした機能を追加していけば、更に良くなると思います。

次に公共施設へ無線LAN機器（＝Wi-Fi）を導入すること、またiPad等のタブレット型携帯端末を町内会単位で配布することの可能性についてお聞きします。

区が様々な場所にWi-Fi環境を設置すると、先ほど述べたような災害時の情報プラットフォームを多くの人が閲覧できるようになります。災害時には、個人ではすぐに情報収集ができなくなる可能性も大いにあり得ます。公共施設にWi-Fi環境をつくっておくこと、加えて、町内会の備蓄倉庫などに保管できる端末を今のうちから用意しておくことはとても意味のあることだと考えます。

Wi-Fiの環境は、日頃からも大変役に立ちます。今は一部に留まっているエリアを街全体に拡げれば、街中が全て、メディアになります。いつでもどこでも、また誰でもインターネットを通じて必要な情報にアクセスできるだけでなく、そこに区や商店街などから、区民や在勤者などにとって有益な情報をいつでも発信できるようになるのです。

今回の被災地の復旧支援に対して、NTTなどは、Wi-Fiスポットの無料開放化を行いました。また、ソフトバンクが避難所に「公衆iPad」を設置するという動きもあります。

もちろん、インフラの整備にはある程度お金がかかってしまいますが、そこは港区に多数あるIT企業に、協力をお願いすれば良いかと思います。区長、もしよろしければ一緒に交渉に行きましょう。

このような環境を区内に整備することの可能性について、お考えをお聞かせください。

■次にご提案・ご質問したい防災対策は、誰もが参加できる防災訓練の導入の可能性についてです。今回の震災では備えることの大切さが浮き彫りになりました。食糧や防災グッズの他に災害時の心持ちも備えておくために、私は防災訓練がとても重要だと思います。ただ、現在行われている訓練の参加者は、お年寄りや子どもが大半を占めています。在勤者や、災害時に力となる若い世代があまり参加していないのが現状です。様々な人が訓練に参加してこそ、意味のある訓練になるのだと思います。

そこでご提案したいと思います。現在行っている地域での防災訓練に企業も巻き込むこと、またそれに加えて、訓練をもっと門戸を広げた大きなイベントに仕立て、実践的かつ楽しいものにするのはいかがでしょうか。

例えば港区が毎年行っている区民まつりやスポーツまつりと防災訓練を掛け合わせます。外国人の方々を招き、子供たちとの交流も促します。緊急用テントの組み立て競争や、備蓄食糧の運び出しリレー競争など、工夫したプログラムを盛り込んだら面白いかと思います。民間企業のブース等もそこに設置すれば、訓練とは別に区民と在勤者の交流も生まれるでしょう。港区に多く存在するテレビ局やラジオ局の力も借りたイベントに仕上げられたら、継続的に人を呼ぶことも可能です。

また、板橋区ではペット同伴での防災訓練を行っています。災害時には獣医師会の協力のもと、動物の避難と支援が行われます。これをプログラムとして盛り込んでも有意義だと考えます。今後の防災訓練をどのように充実させていくのかについて、お考えを聞かせてください。

■最後に、街を愛し街のために働く、これからの地域コミュニティを担う若者を生み出す仕組みづくりについて質問させていただきます。今回の震災を受け、私はインフラ整備や防災対策をするだけでなく、未来への投資として、地域を担い、これからの安心安全をつくる若者を育成することが港区の財産になると確信しました。そこで、お尋ね致します。

一つ目は、若者や社会人を対象とした学びの場をつくることについてです。

シブヤ大学や丸の内朝大学、自由大学など、いわゆる「市民大学」が各地に生まれていることに裏付けされるように、最近は社会人が学び、また学んだことを地域に活かすことへの強い需要があります。以前新聞に載ったアンケートによると、地域貢献や街づくりについて約６割の人が「機会があれば参加したい」と答えています。

港区には、「チャレンジコミュニティ大学」があります。ただ、これは対象が60歳以上であり、若者も含め活動を支援するものではありません。区内の大学で区民向けの講座があるのは存じ上げています。ただ、これらの多くは、講座を一方的に学ぶものです。学んだことを活かす場があれば、より良いと思います。

これを港区でやるなら、例えば、企業や商店街にある様々な課題をエンタメ業界、スポーツ業界、区民の力を借りて解決するという内容のゼミを実施するのはいかがでしょうか。それにより、思いきった課題解決の方法を商店街などに提案できる一方、参加者には実践的な学びの場を提供することができます。このような方法についてどのようにお考えでしょうか。答弁を求めます。

またそれに関連し、最後に一つ、ご提案があります。

私は港区を、社会課題をビジネスの力で解決する「社会起業家」のたくさん生まれる街にしたいと思っています。近年そうした志をもった人が次々と起業し、活躍しています。そして多くの人が彼らの後に続きたいと考えています。

墨田区には、東京都のプロジェクトとしてソーシャルビジネス支援のためのインキュベーションオフィスがつくられました。私はビジネスの中心部である港区にこそ、そういった場を設けることが意味をなすと考えています。港区にも2年前には、旧南海小跡地にインキュベーションセンターがありましたが、今はありません。

現在、空き店舗が課題となっている汐留のイタリア街などでは、社会起業家のためのシェアオフィスを作るという取り組みが始まっています。社会貢献を目指して集まる多くの起業家やNPOなどに対して区として環境の良いワークスペースを提供していくことができたなら、今後港区から新たなビジネスモデルが多く生まれると思います。これらの施策を呼び水とし、港区を、社会起業家を次々と輩出する街とすることは、日本だけでなく世界から、港区に改めて注目があつまるきっかけともなります。このような起業家支援についても、今後ご検討いただくことを要望いたします。

今回の震災により、多くの方々が深い悲しみを感じ心の傷を負いながらも、復興に向けて歩き出しています。また、これまで忘れかけてきた地域や人と人との繋がりの大切さを再認識し、価値観を変える大きなきっかけになりました。インターネットなどの技術を使えば遠く離れた場所の人とも情報をやり取りできる世の中になったからこそ、ネットとリアルの両方をうまく合わせた施策を用意する必要があると考えます。

港区から日本へ。未来に向けて、新しい動きを加速するためのキッカケを、私たちみんなで提供できればと思います。港区の未来を考える会「ミナトミライ」、横尾俊成が質問をさせて頂きました。どうもありがとうございました。
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